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特集 キャリア教育出前授業
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一般質問 ７人の議員が市政を問う！ 常任委員会レポート
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※�平成 28年の 18歳選挙権施行により始まった、これからの社会をつくる主役（主権者）として、
一人ひとりが自ら考え、主体的に行動する力を育む教育。

キ
ャ
リ
ア
教
育
出
前
授
業

キ
ャ
リ
ア
教
育
出
前
授
業

　

令
和
８
年
５
月
、
議
場
を
飛

び
出
し
た
市
議
会
議
員
た
ち
が

向
か
っ
た
の
は
、
各
学
校
の
教

室
。
目
的
は
、
今
年
で
４
年
目

と
な
る
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
出
前

授
業
」
を
行
う
こ
と
だ
。
昨
年

11
月
の
改
選
に
よ
り
議
員
の
顔

ぶ
れ
は
新
し
く
な
っ
た
が
、
こ

の
事
業
は
変
わ
ら
な
い
。
今
年

も
「
５
月
の
風
物
詩
」
と
し
て

実
施
さ
れ
た
。

　

４
年
目
と
も
な
る
と
、
初
回

に
受
講
し
た
小
学
６
年
生
が
、

今
や
中
学
３
年
生
。
中
学
校
の

教
室
で
は
、「
３
年
前
の
こ
と

を
覚
え
て
い
る
か
な
？
」
と

い
っ
た
、
継
続
し
て
き
た
か
ら

こ
そ
の
冒
頭
の
や
り
取
り
も
見

ら
れ
た
。

　

一
方
、
小
学
６
年
生
に
と
っ

て
は
こ
れ
が
初
め
て
の
体
験
と

な
る
。
教
壇
に
立
っ
た
議
員
は

ス
ラ
イ
ド
を
用
い
な
が
ら
、
地

方
自
治
や
議
会
の
仕
組
み
、
議

員
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
市

の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

分
か
り
や
す
く
語
り
か
け
た
。

　

時
に
は
ク
イ
ズ
を
交
え
、
時

に
は
笑
い
声
が
響
き
渡
る
な

ど
、
終
始
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
で
議
員
と
児
童
・
生
徒
が

触
れ
合
う
の
も
こ
の
事
業
の
醍

醐
味
だ
。「
市
長
も
市
議
会
議

員
も
特
別
な
存
在
で
は
な
い
。

も
っ
と
身
近
な
存
在
と
し
て
認

識
し
て
も
ら
い
た
い
」
―
―
議

長
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
っ
た

そ
の
言
葉
が
、
見
事
に
体
現
さ

れ
た
空
間
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
背
景

に
は
、
国
が
今
、
全
国
の
学
校

で
力
を
入
れ
て
い
る
「
主
※

権
者

教
育
（
社
会
を
生
き
る
一
人
の

人
間
と
し
て
、
自
ら
考
え
行
動

す
る
力
を
育
て
る
教
育
）」
が

あ
る
。

夏
の「
子
ど
も
議
会
」

へ
繋
ぐ

　

し
か
し
、
今
年
の
出
前
授
業

は
こ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な

い
。

　

ス
ラ
イ
ド
の
終
盤
、
議
員
た

ち
は
今
夏
に
開
催
予
定
の
「
子

ど
も
議
会
」
に
向
け
た
テ
ー
マ

学
習
を
呼
び
か
け
た
。
今
年
の

テ
ー
マ
は
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
（W

ell-being

）」。
耳
馴
染

み
の
な
い
言
葉
か
も
し
れ
な
い

が
、
一
言
で
い
え
ば
「
健
康
で

幸
福
な
、
良
い
状
態
」
を
意
味

す
る
。
地
域
の
未
来
も
学
校
生

活
も
、
当
事
者
と
し
て
い
か
に

良
い
状
態
を
保
て
る
か
（
＝
幸

せ
で
あ
る
か
）
が
最
大
の
ゴ
ー

ル
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
市
議
会
は
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
「
あ
な
た
（
学
校
）

に
と
っ
て
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
」
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
。
そ

れ
ら
を
も
と
に
「
子
ど
も
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
推
進
条

例
」
の
制
定
を
目
指
す
模
擬
議

会
を
行
う
計
画
だ
。

　

単
に
政
治
の
仕
組
み
を
学
ぶ

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の

意
見
を
実
際
の
条
例
づ
く
り
へ

と
反
映
さ
せ
て
い
く
市
議
会
の

試
み
。
自
分
た
ち
の
声
が
街
の

未
来
に
つ
な
が
る
と
い
う
実
感

を
伴
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

は
主
権
者
と
し
て
の
第
一
歩
を

歩
み
始
め
て
い
る
。

特特特 集集集

令和 5年から始まった、全議員が各学校へ出向いて行う
主権者教育※の事業。地方自治や議会の仕組み、税金、
議員の仕事などについて、児童・生徒に向けて議員自らが
授業を行う取り組みで、今年で4年目を迎えます。

「キャリア教育出前授業」とは

◀議員バッジに直接触れられ
るのも、この日ならでは。ずっ
しりとした重みに驚く児童も。

▲
最後の 10 分間は質問タイム。
「議員になって一番のやりがい
は？」など、鋭い質問に議員が
真剣に答える一幕も。

▲生徒からの「なぜ議員になったのか」という質問に、キャリア教育の視点から自身の経験を交えて
答える。こうした対話の時間は、全ての学校で一律に設けられた。

個人や政党の主張はせず中立であるよう配慮し、
時間内に収めるためのチーム練習を何度も重ね
た。台本をベースにしながら板書やクイズを追加
するなど、各教室で工夫を凝らす。▼▶

舞台裏の工夫と準備
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６
月
定
例
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
の
審
議
結
果

　

令
和
８
年
甲
州
市
議
会
６
月
定
例
会
は
、
６
月
８
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
23
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、
条
例
案
な
ど
13
件
の
事
件
に
つ

い
て
慎
重
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
議
決
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。　

ワインにNFCタグを貼付し、
　　　　新たな販売促進へ。

◆
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）
は
、
86
万
４

０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を

２
１
９
億
２
８
８
６
万
４
０
０

０
円
と
し
ま
し
た
。
主
な
歳
出

内
容
は
民
生
費
に
老
人
福
祉
費

等
と
し
て
介
護
保
険
料
特
別
会

計
繰
出
金
に
86
万
４
０
０
０
円

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。
主
な

歳
入
内
容
は
、
繰
越
金
に
86
万

４
０
０
０
円
を
追
加
す
る
も
の

で
、
事
業
期
間
の
確
保
か
ら
初

日
で
の
議
決
と
な
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

◆
令
和
８
年
度
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

は
、
１
７
２
万
７
０
０
０
円
を

追
加
し
、
総
額
を
38
億
９
４
３

０
万
６
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
歳
出
内
容
は
、
総
務
費
に

一
般
管
理
費
等
と
し
て
シ
ス
テ

ム
改
修
委
託
料
に
１
７
２
万
７

０
０
０
円
を
追
加
す
る
も
の
で

す
。
主
な
歳
入
内
容
は
繰
入
金

に
一
般
会
計
繰
入
金
と
し
て
１

７
２
万
７
０
０
０
円
を
追
加
す

る
も
の
で
、
事
業
期
間
の
確
保

か
ら
初
日
議
決
と
な
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

◆
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
は
、
１
億
１

５
２
３
万
２
０
０
０
円
を
追
加

し
、
総
額
を
２
２
０
億
４
４
０

９
万
６
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
歳
出
内
容
は
、
総
務
費
に

地
域
創
生
推
進
事
業
費
等
と
し

て
７
５
４
万
４
０
０
０
円
、
民

生
費
に
生
活
保
護
運
営
対
策
事

業
費
等
と
し
て
１
２
４
万
円
、

農
林
水
産
業
費
に
ワ
イ
ン
振
興

費
等
と
し
て
Ｎ
※

Ｆ
Ｃ
タ
グ
製
造

委
託
料
に
２
２
０
万
円
、
土
木

費
に
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
改
修

事
業
費
等
と
し
て
８
５
７
９
万

５
０
０
０
円
、
消
防
費
に
自
主

防
災
組
織
育
成
事
業
費
等
と
し

て
２
３
６
万
８
０
０
０
円
、
教

育
費
に
中
学
校
施
設
管
理
費
等

と
し
て
１
５
６
８
万
９
０
０
０

円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。
主

な
歳
入
内
容
は
国
庫
支
出
金
に

５
１
３
４
万
１
０
０
０
円
、
県

支
出
金
に
６
６
１
０
万
円
、
繰

越
金
に
２
０
３
８
万
６
０
０
０

円
、
市
債
へ
３
３
４
０
万
円
を

追
加
し
、
繰
入
金
を
６
５
１
５

万
円
減
額
す
る
も
の
で
す
。
な

お
、
補
正
予
算
の
う
ち
「
橋
り

ょ
う
長
寿
命
化
改
修
事
業
」「
防

災
行
政
無
線
同
報
系
シ
ス
テ
ム

更
新
事
業
」
は
繰
越
明
許
費
と

し
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
専
決
処
分
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
税
条
例
の
一
部
改
正
）

は
、
本
年
３
月
31
日
に
公
布
さ

れ
た
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
に
よ
る
地
方
税
法

の
改
正
の
う
ち
、
施
行
期
日
が

本
年
４
月
１
日
と
さ
れ
た
も
の

に
関
し
、
関
係
す
る
条
例
等
に

つ
い
て
、
緊
急
に
所
要
の
改
正

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

専
決
処
分
と
し
て
、
採
決
を
省

略
す
る
と
の
議
長
の
諮
り
に
対

し
て
、「
異
議
あ
り
」
の
声
が
あ

り
ま
し
た
が
、
起
立
採
決
の
結

果
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

ＮＦＣタグ導入で甲州ワインの価値を高め販売促進を図る

※ �NFC（Near Field Communication）の略　スマートフォンをかざすことでデータをやり取
りする小型の ICタグ。限定コンテンツ、ストーリー、ビデオ、産地、テイスティングノート、
そして醸造家のメッセージなど、ワインに関する詳細情報を得ることができる。

◆
専
決
処
分
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
令
和
７
年
度
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
））
は
、
居
宅
介
護
サ

ー
ビ
ス
給
付
費
に
不
足
が
生
じ

る
見
込
み
と
な
り
、
特
に
議
会

を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な

い
た
め
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
改
正
は
、
公
金
収
納
事
務

の
デ
ジ
タ
ル
化
及
び
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
関
す
る

「
地
方
自
治
法
」の
一
部
改
正
に

伴
い
、
同
法
を
引
用
し
て
い
る

本
市
の
関
係
条
例
に
条
ず
れ
が

「
こ
ぴ
っ
と
ひ
ろ
ば
」
の
芝
生
エ
リ
ア

は
、
７
月
か
ら
全
面
供
用
開
始

生
じ
た
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

◆
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正

は
、
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
見
直
し

を
目
的
に
「
行
政
手
続
法
」
の

一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
公
示
送

達
の
方
法
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ

ル
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
は
、

印
鑑
登
録
及
び
証
明
に
係
る
事

務
指
針
と
な
る
「
印
鑑
登
録
証

明
事
務
処
理
要
領
」の
改
正
、及

び
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認

定
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

◆
公
園
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
改
正
は
、
市
果
実
の
郷
ス

ポ
ー
ツ
広
場
（
愛
称
こ
ぴ
っ
と

ひ
ろ
ば
）
に
つ
い
て
、
全
面
供

用
開
始
に
伴
い
、
市
立
公
園
と

し
て
管
理
運
営
す
る
た
め
の
規

定
を
整
備
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

◆
請
※

願
第
１
号
は
、
最
低
賃
金

を
１
７
０
０
円
に
引
き
上
げ
る

こ
と
が
、
農
業
者
や
小
規
模
事

業
者
な
ど
雇
用
側
の
負
担
増
と

な
り
、
経
営
を
圧
迫
す
る
と
懸

念
さ
れ
た
た
め
「
不
採
択
す
べ

き
も
の
」
と
し
た
厚
生
経
済
常

任
委
員
長
の
報
告
に
対
し
て
原

案
賛
成
の
討
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
採
決
の
結
果
賛
成
少
数

で
不
採
択
と
さ
れ
ま
し
た
。

■
原
案
に
賛
成
討
論

佐
藤
浩
美
議
員　

最
低
賃
金
１

７
０
０
円
へ
の
引
き
上
げ
と
国

の
中
小
企
業
へ
の
直
接
支
援
は
、

労
働
者
の
生
活
保
障
と
地
域
経

済
の
活
性
化
に
不
可
欠
と
し
て

賛
成
す
る
。

◆
令
和
７
年
度
一
般
会
計
事
故

令和７年度の全国市議会議⾧会評議員を
務めた功績により同会より感謝状が贈呈
され、本定例会初日に議場にて、青柳副
議⾧から両君へ手渡されました。

繰
越
し
繰
越
計
算
書
は
、「
川
久

保
橋
補
修
事
業
」
ほ
か
３
件
に

つ
い
て
、
不
測
の
事
態
が
生
じ
、

年
度
内
の
執
行
が
困
難
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
事
故
繰
越
の
措

置
を
講
じ
ま
し
た
。
こ
の
た
め

４
事
業
の
繰
越
計
算
書
を
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

◆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
行
動
計
画
改
定
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
国
及

び
県
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
行
動
計
画
が
改
定
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
市
の
行
動
計
画
に

つ
い
て
も
全
面
改
定
を
実
施
。

こ
の
た
め
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ

き
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

※�「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める請願…「全国一律の大
幅な最低賃金引き上げ」と「中小企業への手厚い国からの直接支援」を両輪で進めることによって、
労働者の生活水準の向上と、地域経済の活性化（循環型地域経済の確立）を同時に目指す内容。

７月１日に供用開始となった「こぴっとひろば」の芝生エリア

全国市議会議⾧会から感謝状

相沢俊行（議長） 葊瀬明弘（前議長）

GIKAI TOPIC

定例会初日 定例会最終日
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令和８年６月定例会議案等議決結果一覧表

会議録検索
システム

質問議員 質問内容 ページ

高畑　一幸
（政和クラブ） ①公共施設管理について 8

山賀　沙耶
（実来リンクス）

①移住・定住しやすい環境づくりについて
②妊娠・出産に伴う不安・負担の軽減について 9

飯島　孝也
（創生会）

①学校を核とする地域活性化について
②市民活動への寄附制度化について 10

渡邊　敬介
（創生会）

①ふるさと住民登録制度について
②伝統芸能など地域文化の継承について
③副業プロ人材推進事業について
④タクシー事業等の新たな取り組みについて
⑤福祉事業について

11

丸山　国一
（実来リンクス）

①まちづくりについて
②防災・防犯対策について
③窓口対応について
④図書館運営について
⑤子育て支援について
⑥介護保険事業について
⑦熱中症対策について

12

佐藤　浩美
（日本共産党）

①�物価高騰・「ホルムズ危機」から事業者の生業をまもる
　施策について
②「一般廃棄物処理計画中間見直し」について
③『歴史と文化に彩られた』まちづくりについて
④子どもたちに継続した平和学習を

13

小林真理子
（新政会）

①空き家等に繁茂する雑草等の対策について
②小中学校における校外学習、遠征等の移動について 14

　
６
月
定
例
会
で
は
、
産
業
・
教
育
・

福
祉
な
ど
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
６
月

18
日
・
19
日
の
２
日
間
、
一
般
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

　
詳
細
な
内
容
は
、
甲
州
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
の
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
６
月
定
例
会
会

議
録
を
市
立
図
書
館
な
ど
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。
掲
載
・
発
行
は
い
ず
れ
も
９
月

上
旬
の
予
定
で
す
。

※一般質問の発言順序は抽選により決定しています。

７人の議員が７人の議員が
　　 市政を問う！　　 市政を問う！

種別
議案
番号

議員名

案件名

議
会
広
報

掲
載
ペ
ー
ジ

山
賀
　
沙
耶

渡
邊
　
敬
介

橋
爪
　
孝
裕

土
屋
　
憲
一

佐
藤
　
照
幸

荻
原
　
哲
也

有
賀
　
公
子

佐
藤
　
浩
美

相
沢
　
俊
行

平
塚
　
　
悟

小
林
真
理
子

飯
島
　
孝
也

髙
野
　
浩
一

青
柳
　
好
文

高
畑
　
一
幸

葊
瀬
　
明
弘

丸
山
　
国
一

結
　
　
　
果

６
月
定
例
会

承認案

承認
第2号

専決処分の承認を求めることについて（甲州市税条例等の
一部を改正する条例制定）

P.  4 〇 〇 〇 〇 〇 ●
欠

●

議
　
長

〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇
承認

承認
第3号

専決処分の承認を求めることについて（令和７年度甲州市
介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

P.  5 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

条例案

議案
第36号

甲州市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例等の
一部を改正する条例制定について

P.  5

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇可決

議案
第37号 甲州市行政手続条例の一部を改正する条例制定について P.  5

P.15

議案
第38号 甲州市印鑑条例の一部を改正する条例制定について P.  5

P.15

議案
第39号

甲州市公園設置及び管理条例の一部を改正する条例制定に
ついて

P.  5
P.15

補正
予算案

議案
第40号 令和８年度甲州市一般会計補正予算（第１号）［初日議決分］ P.  4

議案
第41号

令和８年度甲州市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
［初日議決分］

P.  4
P.16 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇可決

議案
第42号 令和８年度甲州市一般会計補正予算（第２号） P.  4

P.16

報告
事項

報告
第1号 令和７年度甲州市一般会計継続費繰越計算書について

－ － － － － － － － － － － － － － － － －

報告
第2号 令和７年度甲州市一般会計繰越明許費繰越計算書について

報告
第3号 令和７年度甲州市一般会計事故繰越し繰越計算書について P.  5

報告
第4号

甲州市新型インフルエンザ等対策行動計画改定の報告につ
いて

P.  5

請願
請願

第1号
「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」
の採択を求める請願

P.  5 × × × × 〇 〇 × 〇 × 〇 × × × × × × 不採択

※写真は昨年の様子です。

ＬＩＶＥ
えっ！子ども議会

今日なの !?

CATVでの録画放送＆YouTubeでのアーカイブ配信が決定！※

５月に行った出前授業でお願いした各学校の児童生徒の意見を集約し
「子どものウェルビーイング推進条例」を制定する模擬議会を行います。

速報

実は、皆様のお手元に届く本日（７月31日）は、子どもたちが主役の「子
ども議会」の開会日です。地域への愛着と誇りを胸に語る子どもた
ちの姿は、次号でたっぷりご報告しますので、どうぞお楽しみに！

今年のテーマは「ウェルビーイング」

※�詳しい放送日時等については、峡東 CATVの番組表や甲州市議会
ホームページ（YouTube チャンネル）をご覧ください。
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問　

本
市

答　

高畑　一幸
政和クラブ

旧
塩
山
北
中
学
校
の
校
舎
の

利
活
用
の
考
え
は

大
藤
診
療
所
、
避
難
所
機
能
や

地
域
公
社
の
活
用
も
視
野
に
検
討
す
る

問　

市
の
公
共
施
設
で
、
稼
働

し
て
い
な
い
施
設
と
そ
の
規
模

を
問
う
。

答　

公
共
施
設
に
は
行
政
財
産

と
普
通
財
産
が
あ
る
。
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定
し

た
平
成
28
年
以
降
、
普
通
財
産

と
な
っ
た
施
設
は
、
旧
塩
山
北

中
学
校
、
旧
大
和
中
学
校
お
よ

び
大
和
自
然
学
校
で
あ
る
。
施

設
規
模
は
い
ず
れ
も
１
０
０
０

㎡
を
超
え
る
。

問　

施
設
の
維
持
管
理
費
、
管

理
方
針
を
問
う
。

答　

３
施
設
の
維
持
管
理
経
費

は
、
光
熱
費
、
防
犯
や
消
防
施

設
等
の
必
要
最
低
限
と
し
、
年

間
約
１
３
０
万
円
で
あ
る
。

問　

建
設
か
ら
相
当
年
数
が
経

過
し
た
施
設
も
あ
り
、
老
朽
化

対
策
は
重
要
で
あ
る
。
改
築
、

大
規
模
改
修
、
長
寿
命
化
は
、

ど
の
よ
う
な
優
先
順
位
の
も
と

実
施
し
て
い
く
の
か
。

答　

施
設
の
経
過
年
数
や
老
朽

化
状
況
を
確
認
し
、
施
設
の
方

針
や
改
修
の
優
先
順
位
を
定
め

て
い
く
。
個
別
施
設
計
画
改
定

後
に
更
新
、
大
規
模
改
修
の
時

期
や
概
算
の
金
額
を
示
し
た
ラ

イ
フ
コ
ス
ト
を
公
表
し
て
い
く
。

問　

経
費
削
減
や
効
率
的
な
管

理
に
資
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
協
議
体
制
で
検
討
を
し
て
い

る
の
か
。

答　

庁
内
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
推
進
委
員
会
に
お
い
て
協

議
を
し
て
い
る
。
修
繕
等
の
経

費
全
体
の
高
騰
が
見
込
ま
れ
、

財
源
不
足
も
予
測
さ
れ
る
た
め
、

民
間
活
力
の
導
入
な
ど
効
率
的

な
手
法
を
研
究
し
て
い
く
。

問　

学
校
は
地
域
に
と
っ
て
重

要
な
公
共
施
設
で
あ
り
、
地
域

活
性
化
に
大
き
く
関
わ
る
。
現

在
ま
で
の
旧
塩
山
北
中
学
校
跡

地
利
用
の
協
議
の
進
捗
と
活
用

の
考
え
を
問
う
。

答　

閉
校
前
に
大
藤
地
区
、
神

金
地
区
、
玉
宮
地
区
の
区
長
が

中
心
と
な
り
、
跡
地
活
用
検
討

会
を
立
ち
上
げ
た
。
活
発
な
検

討
が
行
わ
れ
、
令
和
７
年
11
月
、

市
に
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
委
員
会
の

補
助
組
織
の
旧
学
校
施
設
活
用

検
討
部
会
に
お
い
て
、
地
域
か

ら
の
要
望
で
あ
る
、
直
売
所
や

果
樹
加
工
施
設
、
福
祉
施
設
な

ど
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

閉
校
後
の
校
舎
を

避
難
所
に

問　

市
の
指
定
避
難
所
と
な
っ

て
い
る
体
育
館
は
、
長
期
間
に

及
ぶ
避
難
生
活
に
お
い
て
冷
暖

房
や
居
住
環
境
の
面
で
は
限
界

が
あ
る
。
既
存
の
校
舎
の
避
難

所
機
能
を
強
化
し
て
活
用
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

答　

避
難
所
と
し
て
の
校
舎
の

活
用
は
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

検
討
す
る
。

問　

平
時
に
お
い
て
も
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
の
場
と
し

て
の
活
用
の
考
え
を
問
う
。

答　

有
効
活
用
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
な
れ
ば
、
他
の
施
設
に
も

活
用
で
き
る
た
め
政
策
的
な
観

点
か
ら
も
検
討
す
る
。

答　

市
長　

利
便
性
に
課
題
の

あ
る
大
藤
診
療
所
の
対
応
は
急

務
で
あ
る
。
避
難
所
機
能
や
地

域
公
社
の
活
用
も
視
野
に
入
れ

つ
つ
、
拙
速
を
避
け
、
庁
内
で

慎
重
か
つ
速
や
か
に
最
適
な
方

針
を
検
討
す
る
。

戸倉しろやまテラス
（新四季創造株式会社 HP）

廃校の教室を畳敷きの宿泊施設として活用
（東京都あきるの市　戸倉しろやまテラス）

市
職
員
と
地
域
と
の
中
間
的
立
場
の

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
は

現
在
は
地
域
の
担
い
手
が
対
応
し
て
い
る
が
、

今
後
研
究
す
る

山賀　沙耶
実来リンクス

甲州らいふ 移住支援
ポータルサイト

（市 HP）

勝沼インターを降りて車で3分と好立地な勝沼お試し住宅

問　

移
住
に
関
し
て
電
話
や
メ

ー
ル
、
オ
ン
ラ
イ
ン
等
の
相
談

会
で
は
、
ど
の
よ
う
な
相
談
が

多
い
か
。

答　

住
ま
い
、仕
事
、就
農
、保

育
、
教
育
相
談
が
多
く
、
体
験

談
や
魅
力
も
伝
え
関
係
課
へ
つ

な
い
で
い
る
。

問　

移
住
を
断
念
す
る
理
由
を

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

答　

主
な
理
由
は
住
居
確
保
の

難
し
さ
で
あ
る
。
空
き
家
は
、

増
え
て
も
個
人
所
有
の
た
め
に

紹
介
可
能
な
物
件
は
限
ら
れ
る

雇
用
や
就
農
、
自
立
の
不
安
と
、

業
種
職
種
の
少
な
さ
も
一
因
。

問　

移
住
希
望
者
の
住
ま
い
を

確
保
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

移
住
支
援
サ
イ
ト
「
甲
州

ら
い
ふ
」
内
で
空
き
家
情
報
バ

ン
ク
を
運
用
し
て
い
る
。
暮
ら

し
情
報
も
一
体
で
発
信
し
宅
建

協
力
会
が
内
見
契
約
を
支
え
地

域
業
者
へ
つ
な
い
で
い
る
。

問　

全
国
版
空
き
家
バ
ン
ク
と

の
サ
イ
ト
連
携
を
ど
う
考
え
る

か
。

答　

所
有
者
の
意
向
確
認
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は

課
題
の
把
握
に
努
め
る
。

問　

多
様
な
暮
ら
し
に
対
応
し
、

ペ
ッ
ト
可
の
お
試
し
住
宅
を
、

用
意
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　

松
里
と
勝
沼
の
お
試
し
住

宅
２
件
を
現
在
運
用
し
て
い
る
。

ペ
ッ
ト
同
伴
は
不
可
。

問　

区
や
組
の
運
営
方
法
は
、

地
域
ご
と
に
異
な
る
が
、
地
域

案
内
の
ひ
な
形
を
作
り
、
各
地

区
で
活
用
で
き
な
い
か
。

答　

県
外
か
ら
の
移
住
者
に
は

区
や
組
に
な
じ
み
が
少
な
い
方

が
多
い
。
地
域
理
解
と
加
入
を

促
し
区
長
会
で
ひ
な
形
を
検
討
。

問　

移
住
後
の
支
援
と
対
応
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

補
助
金
受
給
者
に
つ
い
て

居
住
継
続
と
定
住
意
思
を
確
認

甲
州
ら
い
ふ
で
情
報
発
信
し
、

関
係
課
と
柔
軟
に
支
援
す
る
。

問　

市
職
員
と
地
域
と
の
中
間

的
立
場
で
移
住
前
後
の
相
談
に

対
応
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
設
置
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　

区
長
や
民
生
委
員
等
が
地

域
に
な
じ
む
支
え
と
な
る
。
地

域
受
け
入
れ
と
本
人
の
姿
勢
が

定
着
に
重
要
。
今
後
研
究
す
る
。

問　

市
民
の
妊
婦
健
診
や
出
産

は
主
に
ど
こ
で
行
わ
れ
る
か
。

答　

山
梨
市
立
産
婦
人
科
医
院

が
65
・
１
％
で
最
も
多
く
、
県

立
中
央
病
院
が
７
・
８
％
、
山

梨
大
学
附
属
病
院
５
・
６
％
等
。

問　

妊
娠
出
産
時
の
移
動
負
担

や
不
安
を
ど
う
認
識
す
る
か
。

答　

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
や

妊
婦
訪
問
で
相
談
に
応
じ
る
。

家
族
送
迎
が
多
い
が
、
事
情
に

応
じ
対
応
策
を
提
案
し
て
い
る
。

問　

出
産
時
交
通
費
補
助
制
度

の
利
用
実
績
は
あ
る
の
か
。

答　

国
制
度
に
よ
り
令
和
７
年

４
月
か
ら
遠
方
分
娩
施
設
へ
の

交
通
費
と
宿
泊
費
を
助
成
。
概

ね
60
分
以
上
の
移
動
や
、
医
学

的
理
由
で
周
産
期
医
療
が
必
要

な
妊
婦
も
対
象
で
あ
る
が
、
利

用
実
績
は
な
い
。

問　

出
産
時
の
入
退
院
に
係
る

タ
ク
シ
ー
助
成
制
度
を
整
備
す

る
考
え
は
。

答　

移
動
に
不
安
を
抱
え
る
妊

婦
に
有
効
な
手
段
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
県
内
事
例
を
参
考
に

調
査
研
究
す
る
。



問

議員

答問

議員

答

甲州市議会広報 号11 83 甲州市議会広報 号 1083

問　

本
市

答　

飯島　孝也
創生会

市
指
定
の
法
人
へ
の
寄
附
は
住
民

税
控
除
へ
の
仕
組
み
と
な
る
か

法
制
度
上
は
活
用
可
能
と
認
識

学
校
を
核
と
す
る
地
域
活
性
化

問　

学
校
再
編
論
議
で
適
正
規

模
と
は
何
か
、
学
校
が
地
域
で

果
た
し
て
き
た
役
割
、
人
を
育

て
る
環
境
と
し
て
の
価
値
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
か
。

答　

学
校
再
編
審
議
会
は
現
在

審
議
の
途
中
で
、
適
正
規
模
は

答
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
市
内

全
校
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
を
設
置
し
、
地
域
学
習
の
際

に
講
師
を
依
頼
す
る
等
、
学
び

を
支
え
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
活
性
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

問　

学
校
数
や
学
級
数
を
標
準

モ
デ
ル
だ
け
で
と
ら
え
ず
、
教

育
内
容
や
地
域
と
の
関
係
性
を

含
め
た
小
規
模
分
散
型
再
編
を

考
慮
し
て
い
る
か
。

答　

少
人
数
で
は
協
働
的
な
学

び
が
出
来
な
く
な
る
こ
と
を
危

惧
し
、
適
正
規
模
で
の
審
議
を

行
っ
て
い
る
状
況
。

問　

Ａ
Ｉ
が
人
の
役
割
を
代
替

し
て
い
く
時
代
に
、
学
校
は
ど

の
よ
う
な
質
的
転
換
を
果
た
す

の
か
、
役
割
に
つ
い
て
問
う
。

答　

学
校
は
、
Ａ
Ｉ
の
適
切
な

活
用
方
法
を
学
び
、
多
く
の
仲

間
や
地
域
の
人
と
の
リ
ア
ル
を

学
ぶ
場
と
考
え
る
。

問　

地
域
人
材
が
教
育
に
深
く

か
か
わ
る
仕
組
み
へ
転
換
す
る

具
体
的
な
考
え
が
あ
る
か
。

答　

学
校
支
援
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
事
業
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る

み
で
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
学

校
課
題
を
共
有
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

問　

幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
学

校
の
連
携
に
つ
い
て
、
制
度
面

も
含
め
具
体
的
な
見
解
を
問
う
。

答　

幼
児
教
育
推
進
協
議
会
の

設
立
、
及
び
幼
保
小
担
当
者
が

交
流
す
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

問　

子
ど
も
の
居
場
所
に
つ
い

て
、
児
童
館
や
公
民
館
等
、
既

存
の
公
共
施
設
の
利
活
用
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

答　

地
域
住
民
か
ら
の
要
望
、

利
用
状
況
を
精
査
し
た
上
で
、

協
議
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問　

市
民
活
動
に
個
別
的
な
公

益
性
を
持
つ
活
動
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
そ
れ

に
対
し
て
、
十
分
な
支
援
が
出

来
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

答　

様
々
な
市
民
活
動
が
あ
り

各
種
補
助
金
や
助
成
制
度
、
情

報
提
供
等
を
行
う
こ
と
で
、
十

分
な
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

既
存
の
支
援
の
枠
組
み
で

は
個
性
的
な
公
益
の
追
求
に
は

十
分
合
致
せ
ず
、
別
の
枠
組
み

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

関
係
課
が
市
民
団
体
か
ら

の
相
談
に
応
じ
、
活
動
内
容
や

課
題
に
合
わ
せ
た
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
既
存
の
支
援

制
度
の
活
用
推
進
に
努
め
る
。

問　

納
税
者
の
意
思
を
個
別
的

な
公
益
を
追
求
す
る
市
民
活
動

に
充
て
ら
れ
る
か
、
納
税
者
民

主
主
義
的
な
仕
組
み
を
つ
く
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

様
々
な
解
決
す
べ
き
課
題

が
あ
り
、
現
状
は
難
し
い
。

問　

個
性
的
な
公
益
事
業
を
支

援
で
き
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
型
の
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
、
市
区
町
村
で
指
定
す
る
法

人
へ
の
寄
附
に
関
す
る
個
人
住

民
税
の
控
除
の
仕
組
み
を
活
用

し
た
寄
附
制
度
は
可
能
か
。

答　

法
制
度
上
は
活
用
可
能
だ

が
、現
時
点
で
課
題
が
多
く
、導

入
は
困
難
と
認
識
し
て
い
る
。

「令和の日本型学校教育」を
推進する学校の適正規模・適正

配置の在り方に関する調査
研究協力者会議議論のまとめ

（同会議 pdf)

杉本家住宅（京都、重要文化財）
民間主導で寄附を集め、大屋根葺き替え工事を行った

副
業
プ
ロ
人
材
活
用
推
進
事
業
と
は

市
内
の
事
業
経
営
者
が
抱
え
る
悩
み
を

プ
ロ
人
材
と
共
に
考
え
、
実
践
す
る
制
度

渡邊　敬介
創生会

甲州市副業プロ人材活用
推進事業

（市 HP）

市指定の無形民俗文化財「藤木道祖神祭太鼓乗り」

問　

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度

の
意
義
を
問
う
。　

答　

地
方
創
生
２
・
０
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
創
設
す
る
新
た
な
制
度
で
、

住
所
地
以
外
の
特
定
地
域
と
の

継
続
的
な
関
係
を
構
築
す
る
仕

組
み
。具
体
的
に
は
、本
市
に
関

心
を
持
つ
方
が
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
上
で
ふ
る
さ
と
住
民
登
録

し
、
発
信
す
る
情
報
で
地
域
活

動
へ
の
参
加
機
会
を
得
る
。
ま

た
、
関
係
人
口
が
増
え
る
こ
と

で
地
域
活
力
の
維
持
向
上
な
ど
、

地
域
経
済
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
る
。

　
　問　

田
野
十
二
神
楽
や
一
之
瀬

高
橋
の
春
駒
、
藤
木
道
祖
神
祭

太
鼓
乗
り
の
現
状
と
課
題
は
。

答　

田
野
十
二
神
楽
と
一
之
瀬

高
橋
の
春
駒
は
、
県
指
定
民
俗

文
化
財
、
藤
木
道
祖
神
祭
太
鼓

乗
り
は
、
市
指
定
の
民
俗
文
化

財
。
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど

で
後
継
者
確
保
と
育
成
が
課
題
。

　
問　

副
業
プ
ロ
人
材
活
用
推
進

事
業
の
令
和
７
年
度
の
実
績
は
。

答　

参
加
事
業
者
は
10
社
。
取

り
組
み
の
具
体
的
な
事
例
は
市

内
温
泉
旅
館
に
お
け
る
企
画
・

運
営
に
関
す
る
提
言
・
助
言
、地

方
創
生
事
業
を
進
め
る
事
業
者

の
認
知
度
向
上
や
情
報
発
信
に

関
す
る
支
援
、
食
品
製
造
小
売

業
者
の
販
売
促
進
、
製
造
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を

通
じ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

強
化
策
へ
の
助
言
等
、
業
種
も

支
援
内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
。

問　

運
行
支
援
金
に
よ
る
週
末

夜
間
タ
ク
シ
ー
の
現
状
と
評
価

に
つ
い
て
問
う
。

答　

本
年
４
月
か
ら
塩
山
駅
週

末
夜
間
運
行
事
業
を
開
始
、
事

業
者
に
対
し
運
行
支
援
金
を
補

助
。
週
末
夜
間
、
毎
週
金
曜
日

か
ら
日
曜
日
に
運
行
し
た
結
果
、

４
月
１
９
０
台
、
５
月
２
４
３

台
の
配
車
実
績
が
あ
っ
た
。
一

週
当
た
り
の
平
均
配
車
台
数
は

18
台
で
高
評
価
を
得
て
い
る
。

問　

Ａ
Ｉ
自
動
運
転
タ
ク
シ
ー

の
取
り
組
み
の
実
証
地
域
と
し

て
勝
沼
地
区
を
選
定
し
た
理
由

や
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え
て
の

判
断
基
準
を
問
う
。

答　

市
街
地
を
形
成
す
る
中
に

観
光
ぶ
ど
う
園
、
ワ
イ
ナ
リ
ー

等
の
集
客
施
設
が
点
在
す
る
観

光
地
と
し
て
の
特
性
と
、
生
活

道
路
や
農
道
、
幹
線
道
路
等

様
々
な
利
用
環
境
を
有
し
、
生

活
、
観
光
交
通
の
両
立
を
目
指

す
地
域
モ
デ
ル
の
実
証
地
域
と

し
て
県
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
。

問　

高
齢
化
が
進
む
中
、
免
許

返
納
後
の
移
動
手
段
の
確
保
と

し
て
シ
ニ
ア
カ
ー
利
用
の
現
状

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
問
う
。

答　

免
許
不
要
の
シ
ニ
ア
カ
ー

は
、
買
い
物
や
通
院
な
ど
高
齢

者
の
自
立
し
た
外
出
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
移
動
手
段
と
し
て
注
目

さ
れ
て
お
り
、
歩
行
者
と
し
て

歩
道
を
走
れ
る
電
動
車
両
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
全
国
的
に
需
要

が
高
ま
っ
て
い
る
と
承
知
し
て

い
る
。
今
後
、
免
許
返
納
者
の

増
加
に
伴
い
、
利
用
者
も
増
加

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、

バ
ッ
テ
リ
ー
の
充
電
な
ど
を
心

配
す
る
こ
と
な
く
、
外
出
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。



問

議員

答問

議員

答
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問　

本
市

答　

丸山　国一
実来リンクス

保
育
所
等
の
主
食
・
副
食
費
の

補
助
制
度
を

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
へ
向
け
、

補
助
制
度
を
早
期
に
創
設
す
る

勝
沼
地
域
で
Ａ
Ｉ
自
動
運
転

タ
ク
シ
ー
の
実
証
始
ま
る

問　

民
間
事
業
者
に
よ
る
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル
の
計
画
概
要
は
。

答　

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
東
側
に

地
上
５
階
50
室
の
高
級
宿
を
建

設
。
令
和
11
年
の
開
業
へ
、
来

夏
の
着
工
を
目
指
し
て
い
る
。

問　

相
次
ぐ
ホ
テ
ル
開
業
を
市

へ
ど
う
生
か
す
か
。

答　

宿
泊
型
観
光
へ
転
換
し
、

雇
用
創
出
や
地
域
経
済
へ
の
波

及
効
果
を
ね
ら
う
。

問　

Ａ
Ｉ
自
動
運
転
タ
ク
シ
ー

の
実
証
内
容
は
。

答　

勝
沼
で
３
年
間
実
施
。
本

年
は
レ
※
１

ベ
ル
２
で
運
行
。
来
年

は
レ
※
２

ベ
ル
４
を
目
指
す
。

問　

新
し
い
防
災
気
象
情
報
へ

の
対
応
は
。

答　

新
た
な
警
戒
レ
ベ
ル
と
連

動
し
た
避
難
指
示
を
出
す
。
地

域
防
災
計
画
へ
反
映
す
る
。

問　

安
全
安
心
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
活
用
は
。

答　

防
犯
や
被
害
者
支
援
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を
担
い
研
修

等
で
助
言
を
得
る
。

問　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
支
所
で

の
対
応
は
。

答　

利
便
性
向
上
の
た
め
７
月

か
ら
勝
沼
と
大
和
の
支
所
で
更

新
等
を
可
能
に
す
る
。

問　

移
動
図
書
館
の
運
用
は
ど

の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
か
。

答　

約
５
０
０
冊
積
載
し
た
車

で
施
設
や
山
間
地
を
巡
回
。
貸

出
管
理
シ
ス
テ
ム
を
整
え
来
年

か
ら
本
格
運
用
を
開
始
す
る
。

児
童
ク
ラ
ブ
で
の
昼
食
、

希
望
金
額
と
開
き
、
提
供
困
難

問　

保
育
所
給
食
の
主
食
・
副

食
費
補
助
は
。

答　

物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
軽

減
へ
の
補
助
制
度
を
早
期
に
実

現
す
る
た
め
準
備
を
進
め
る
。

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の

長
期
休
暇
の
昼
食
は
。

答　

保
護
者
の
約
７
割
が
希
望

す
る
も
、
物
価
高
騰
で
利
用
の

希
望
金
額
で
は
業
者
の
確
保
が

困
難
。
今
後
も
調
査
研
究
を
し

て
い
く
。

問　

高
齢
者
施
策
の
基
礎
調
査

結
果
は
ど
う
か
。

答　

ニ
ー
ズ
や
在
宅
実
態
を
調

査
。
認
知
症
や
排
せ
つ
、
食
事
、

送
迎
に
不
安
が
高
い
こ
と
等
を

把
握
。
次
期
計
画
に
反
映
す
る
。

問　

次
期
介
護
保
険
計
画
の
策

定
へ
現
状
の
課
題
と
日
程
は
。

答　

課
題
は
、
単
身
高
齢
者
や

高
齢
者
世
帯
の
増
加
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
確
保
、
介

護
離
職
の
防
止
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
８
月

に
素
案
、
11
月
に
計
画
書
を
作

り
２
月
パ
ブ
コ
メ
を
経
て
３
月

に
策
定
を
終
え
る
。

問　

介
護
予
防
に
関
す
る
厚
生

労
働
省
の
評
価
が
報
道
さ
れ
た

が
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

答　

平
均
を
下
回
る
結
果
を
受

け
事
業
点
検
、
県
の
助
言
を
受

け
体
制
整
備
へ
鋭
意
取
り
組
む
。

問　

熱
中
症
対
策
サ
ポ
ー
タ
ー

の
現
状
は
。

答　

現
在
23
団
体
が
登
録
。
水

分
補
給
の
推
進
や
啓
発
、
大
塚

製
薬
の
協
力
で
研
修
も
実
施
。
※１　部分運転自動化（ハンドル操作や加減速が自動、ドライバー監視必須） 
※２　高度運転自動化（特定条件下で完全自動運転、ドライバー不要）

「甲州市熱中症対策協力
サポーター」を募集します！

（市 HP）

市内各地に設営される「涼み処」

粗
大
ご
み
等
の
再
使
用
徹
底
の

取
り
組
み
は

対
象
品
目
の
拡
大
や
、
民
間
リ
ユ
ー
ス

事
業
者
と
の
連
携
に
取
り
組
む

佐藤　浩美
日本共産党

甲州市一般廃棄物処理基本計画
中間見直し
（市 HP）

粗大ごみを直接持ち込む場所の一つである
甲府・峡東クリーンセンター

問　

ナ
フ
サ
不
足
で
資
材
が
不

足
あ
る
い
は
価
格
高
騰
が
、
業

者
の
生
業
を
圧
迫
し
て
い
る
。

市
内
事
業
者
へ
の
直
接
支
援
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答　

こ
の
物
価
高
騰
対
策
に
つ

い
て
は
、
先
日
成
立
し
た
国
の

補
正
予
算
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
、

電
気
、
ガ
ス
料
金
等
の
補
助
や

市
の
制
度
融
資
等
の
状
況
を
踏

ま
え
、
国
・
県
の
役
割
分
担
を

し
つ
つ
支
援
を
す
る
。

問　

経
営
の
厳
し
さ
が
増
し
て

い
る
介
護
事
業
所
の
状
況
を
聞

き
取
り
、
直
接
的
な
支
援
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答　

市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

連
絡
協
議
会
や
介
護
事
業
所
の

運
営
推
進
会
議
な
ど
、
様
々
な

機
会
を
捉
え
、
事
業
所
へ
の
聞

き
取
り
を
通
じ
て
状
況
の
把
握

に
努
め
る
。
直
接
的
な
支
援
に

つ
い
て
は
、
国
、
県
の
動
向
や

他
の
自
治
体
の
状
況
を
踏
ま
え

総
合
的
な
判
断
を
行
う
。

市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

中
間
見
直
し

問　

中
間
報
告
の
中
に
あ
る
再

資
源
化
の
項
目
で
、
平
成
27
年

度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
変

化
を
見
る
と
、そ
の
他
プ
ラ
は
、

分
別
を
徹
底
す
れ
ば
収
集
量
が

増
え
る
は
ず
だ
が
、
増
え
て
い

な
い
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答　

回
収
量
が
減
っ
て
い
る
主

た
る
要
因
は
、
国
や
県
等
に
よ

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
使
用

抑
制
や
簡
易
包
装
化
の
推
進
に

よ
る
。
ま
た
、
本
来
資
源
化
が

可
能
な
そ
の
他
プ
ラ
が
可
燃
ご

み
に
混
入
し
て
排
出
さ
れ
て
い

る
状
況
が
、
依
然
と
し
て
続
い

て
い
る
の
も
回
収
量
減
少
の
一

因
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

問　

中
間
報
告
に
は
、
粗
大
ご

み
等
の
再
使
用
の
徹
底
を
実
施

す
る
と
い
う
計
画
が
、
保
管
場

所
の
確
保
に
至
ら
ず
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
な
い
と
あ
る
。
今

後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

答　

令
和
４
年
12
月
か
ら
は
ジ

ッ
ト
株
式
会
社
と
協
定
を
締
結

し
、
年
３
回
の
小
型
家
電
買
い

取
り
回
収
を
通
じ
て
、
再
資
源

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

後
対
象
品
目
の
拡
大
を
検
討

し
、
十
分
に
使
え
る
家
具
や
自

動
車
等
の
リ
ユ
ー
ス
促
進
に
向

け
、
民
間
リ
ユ
ー
ス
事
業
者
と

の
連
携
や
情
報
発
信
に
取
り
組

み
、
ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ
な

い
仕
組
み
を
研
究
し
て
い
く
。

問　
「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上

計
画
」
第
２
期
計
画
を
考
え
る

際
、
専
門
家
だ
け
で
な
く
、
市

民
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
等

の
活
用
を
考
え
な
い
か
。

答　

現
在
「
歴
史
的
風
致
維
持

向
上
計
画
協
議
会
」
で
、
学
識

経
験
者
や
各
種
団
体
の
委
員
か

ら
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
計

画
の
進
捗
評
価
を
行
っ
て
い

る
。
市
民
参
加
の
手
法
も
含
め
、

様
々
な
可
能
性
を
検
討
す
る
。

問　

令
和
２
年
３
月
に
市
教
育

委
員
会
が
副
教
材
と
し
て
作
成

し
た
「
ふ
る
さ
と
甲
州
市
」
を
、

電
子
書
籍
で
は
な
く
以
前
の
よ

う
に
冊
子
教
材
と
し
て
配
布
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答　

教
育
長　

今
の
時
代
に
合

っ
た
形
で
の
活
用
を
す
る
こ
と

で
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。
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問
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答
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問　

本
市

答　

小林真理子
新政会

空
き
家
管
理
制
度
の
導
入
は

様
々
な
観
点
か
ら
調
査
、
研
究
し
て
い
く

問　

令
和
５
・
６
年
度
職
員
に

よ
る
空
き
家
調
査
の
結
果
は
。

答　

空
き
家
と
判
断
さ
れ
た
７

０
０
戸
を
、
建
物
の
評
価
を
健

全
度
準
に
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
で

判
断
し
た
結
果
、
対
策
が
必
要

な
Ｃ
・
Ｄ
評
価
が
43
戸
で
、
Ｃ

評
価
（
修
繕
が
不
可
、
居
住
不

可
能
）
は
31
戸
、
Ｄ
評
価
（
解

体
等
が
必
要
）
は
12
戸
で
あ
る
。

問　

所
有
者
を
把
握
で
き
な
い

空
き
家
の
数
が
前
回
調
査
と
変

わ
ら
な
い
理
由
は
。

答　

所
有
者
を
把
握
で
き
な
い

空
き
家
は
１
０
４
戸
。
空
き
家

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
に
お
い
て
も
追
跡
が
で
き

な
い
た
め
減
っ
て
い
な
い
。

問　

空
き
家
等
か
ら
繁
茂
し
た

草
木
の
相
談
件
数
と
対
応
は
。

答　

令
和
４
年
度
20
件
、
５
年

度
23
件
、
６
年
度
54
件
、
７
年

度
38
件
。
相
談
を
受
け
次
第
速

や
か
に
現
地
の
状
況
を
確
認
し
、

所
有
者
に
対
し
て
直
接
訪
問
、

ま
た
は
文
書
を
送
付
し
て
早
期

の
伐
採
や
草
刈
り
の
お
願
い
を

し
て
い
る
。

問　

危
険
が
近
隣
住
民
に
及
ぶ

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
ど
の
よ

う
に
安
全
確
保
に
努
め
て
い
る

か
問
う
。

答　

関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
、
可
能
な
対
応
を
行
っ

て
い
く
。

問　

市
外
に
住
み
な
が
ら
空
き

家
を
所
有
し
、
家
屋
敷
課
税
を

納
め
て
い
る
方
は
大
切
な
関
係

人
口
で
あ
る
。
雑
草
等
の
除
却

委
託
制
度
や
空
き
家
管
理
制
度

を
導
入
す
る
考
え
は
。

答　

現
在
取
り
扱
っ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。
様
々
な
観
点
か

ら
調
査
、
研
究
を
し
て
い
く
。

問　

前
回
部
活
動
の
移
動
に
関

し
て
検
討
す
る
と
の
答
弁
の
対

応
状
況
は
。
全
国
的
に
移
動
ル

ー
ル
を
見
直
す
動
き
が
広
が
っ

て
い
る
が
対
応
は
。

答　

県
内
外
で
の
大
会
及
び
県

外
の
練
習
試
合
等
は
、
公
共
交

通
機
関
で
の
移
動
を
基
本
と
し
、

地
理
的
に
不
可
能
な
場
合
は
民

間
事
業
者
に
委
託
し
、
バ
ス
に

よ
る
移
動
と
し
た
。
県
内
で
の

練
習
試
合
等
で
移
動
手
段
が
な

い
場
合
に
は
、
保
護
者
内
で
協

議
し
送
迎
を
行
う
な
ど
変
更
し

た
。

問　

仕
事
や
諸
事
情
に
よ
り
送

迎
で
き
な
い
場
合
は
ど
う
す
る

の
か
。

答　

令
和
７
年
度
か
ら
塩
山
中

学
校
で
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利

活
用
を
行
っ
て
い
る
。

問　

保
護
者
や
教
職
員
が
車
を

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面

を
な
く
す
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
は
。

答　

学
校
と
も
調
整
を
行
う
な

ど
新
た
な
運
用
ル
ー
ル
を
設
け

る
。

問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
庁
用
バ

ス
の
予
約
や
運
行
管
理
と
安
全

管
理
責
任
は
誰
か
。

答　

ど
ち
ら
も
教
育
総
務
課
に

申
請
、
管
理
規
定
に
基
づ
き
運

行
管
理
、
安
全
対
策
は
市
及
び

市
教
育
委
員
会
に
お
い
て
行
う
。

問　

土
日
部
活
動
の
登
下
校
便

が
３
路
線
３
台
か
ら
１
台
に
変

更
さ
れ
た
理
由
は
。

答　

休
日
部
活
便
の
運
用
方
法

を
改
正
し
た
た
め
。
１
台
は
地

域
か
ら
学
校
へ
、
２
台
は
学
校

か
ら
遠
征
先
へ
の
生
徒
の
移
動

に
利
用
し
て
い
る
。

部活動の遠征等における
安全確保について

（スポーツ庁公式 HP）

部活動の遠征にも使用しているスクールバス

厚
生
経
済
常
任
委
員
会
６

23インターバル速歩など健康づくりや
交流の場として期待される

「こぴっとひろば」

　

厚
生
経
済
常
任
委
員
会
を
６

月
23
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
を
要
約
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

問　

利
用
形
態
が
主
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
よ
う
で
あ
る

が
、
利
用
の
ル
ー
ル
は
。

答　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
専
用

で
は
な
い
。
芝
生
等
を
利
用
し

て
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
等
に

特
化
し
た
利
用
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
は
、
申
請
に
よ
り
利
用
可
能
。

問　

朝
市
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

等
、
営
利
目
的
で
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
の
考
え
は
。

答　

使
用
許
可
を
取
れ
ば
可
能
。

■
そ
の
他
で
質
疑
し
た
主
な
項

目
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◎
塩
山
駅
南
口
県
道
整
備
等
の

現
状
◎
世
界
農
業
遺
産
関
連
の

取
り
組
み
◎
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
◎
物
価
高
騰
の
市
内
経

済
へ
の
影
響
と
市
の
対
策
◎
介

護
保
険
関
連
の
ニ
ー
ズ
調
査

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

◎
飯
島
孝
也　

〇
有
賀
公
子

　

葊
瀬
明
弘　
　

高
畑
一
幸

　

青
柳
好
文　
　

髙
野
浩
一

　

荻
原
哲
也　
　

渡
邊
敬
介

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
を
６

月
24
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
を
要
約
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

■
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正

問　

不
※

利
益
処
分
の
名
宛
人
の

所
在
が
判
明
し
な
い
場
合
に
お

け
る
公
示
方
法
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
現
状
は
市
役
所
の
本
庁

と
支
所
に
２
週
間
掲
示
と
な
っ

て
い
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
場
合
は
２
週
間
後
に
フ
ァ
イ

ル
や
ペ
ー
ジ
を
削
除
す
る
の
か
。

答　

現
状
、
掲
示
板
に
貼
り
付

け
て
い
る
も
の
は
、
期
間
が
経

過
し
た
ら
順
次
取
り
外
し
て
い

る
。
同
様
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

か
ら
削
除
す
る
こ
と
に
な
る
。

■
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

更
新
手
続
き
等
は
令
和
８
年
７

月
１
日
か
ら
支
所
で
可
能
に
な

る
が
、
在
留
カ
ー
ド
等
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
一
体
化
も

支
所
で
対
応
で
き
る
の
か
。

答　

本
庁
で
し
か
で
き
な
い
。

転
入
で
来
庁
さ
れ
た
際
、
本
人

に
案
内
予
定
で
あ
る
。

■
そ
の
他
で
質
疑
し
た
主
な
項

目
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
楽
天
市
場
の
甲
州
市
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
◎
民
間
企
業
や
団
体
と

の
連
携
協
定
◎
旧
学
校
施
設
の

維
持
管
理
費
用
◎
文
化
財
保
存

活
用
地
域
計
画
の
策
定
◎
国
際

交
流
事
業
の
参
加
者
選
定
方
法

◎
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
方
法
◎

小
中
学
校
の
災
害
予
防
と
対
策

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
平
塚　

悟　

◯
土
屋
憲
一

　

丸
山
国
一　
　

小
林
真
理
子

　

相
沢
俊
行　
　

佐
藤
浩
美

　

佐
藤
照
幸　
　

橋
爪
孝
裕

　

山
賀
沙
耶

常 任 委 員 会
レ ポ ー ト

厚生経済

総
務
文
教
常
任
委
員
会

■
公
園
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
改
正

問　

条
例
改
正
施
行
日
の
令
和

８
年
７
月
１
日
に
予
定
さ
れ
て

い
る
セ
レ
モ
ニ
ー
の
内
容
は
。

答　

午
前
９
時
か
ら
30
分
程
度

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
体
験
や
、

集
ま
っ
た
方
た
ち
に
説
明
や
案

内
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

公
園
内
で
事
故
や
怪
我
が

あ
っ
た
場
合
の
補
償
体
制
は
。

答　

他
の
公
園
同
様
、
全
て
個

人
の
責
任
と
し
て
い
る
。

問　

維
持
管
理
の
計
画
は
。

答　

当
初
予
算
で
維
持
管
理
業

務
委
託
を
計
上
、
業
者
へ
委
託

発
注
し
維
持
管
理
を
行
う
。
あ

わ
せ
て
職
員
等
の
目
視
に
よ
る

点
検
で
対
処
し
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

在
留
カ
ー
ド
等
の

一
体
化
が
可
能
に

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

甲州市公園設置及び
管理条例

（市 HP）

「
こ
ぴ
っ
と
ひ
ろ
ば
」
は
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
等
に

特
化
し
た
利
用
を
考
え
て
い
る

総務文教

在留カードとマイナンバー
カードの一体化

（出入国在留管理庁
YouTube）

６
24

※�行政庁が法令に基づき、特定の者に対して、直接義務を課したり権利を制限したりする処分。
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問　

本
市

答　

※１　原料ぶどうの産地を明確にし、甲州市産ワインの品質と信頼性を確保するための制度。
※２�　特定の地域で生産される農林水産物や食品などの名称を、地域特有の品質・社会的評価と
ともに保護する制度。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

山
梨
大
学
と
地
域
課
題
解
決
型

マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド

共
同
事
業
で
４
事
業

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
を
６

月
８
日
、
25
日
に
開
催
し
、
令

和
８
年
度
補
正
予
算
を
審
査
し

ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
を
要

約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

問　

補
正
は
報
酬
改
定
に
よ
る

シ
ス
テ
ム
改
修
の
み
か
。

答　

加
算
拡
充
に
伴
い
給
付
が

増
え
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
現

状
の
予
算
で
運
用
し
、
必
要
に

応
じ
て
考
え
た
い
。

問　

自
前
の
改
修
は
で
き
な
い

の
か
、
委
託
先
は
随
意
契
約
に

な
る
の
か
。

答　

開
発
元
か
ら
事
業
者
が
ソ

フ
ト
を
購
入
し
て
改
修
す
る
流

れ
で
あ
る
こ
と
か
ら
自
前
は
困

難
。
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

こ
と
か
ら
現
在
の
委
託
業
者
で

な
い
と
対
応
で
き
ず
、
結
果
と

し
て
随
意
契
約
に
な
る
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

問　

県
補
助
金
で
足
り
な
い
部

分
に
ふ
る
さ
と
支
援
基
金
を
充

当
し
て
、
給
食
費
無
償
化
を
継

続
す
る
方
針
か
。

答　

給
食
の
賄
材
料
費
約
１
億

４
５
０
０
万
円
の
う
ち
、
当
初

予
算
で
１
億
３
５
０
０
万
円
を

基
金
か
ら
充
当
し
て
い
た
。
今

奥野田小では牛奥みはらしの丘の活用方法の
提言をまとめ、実行に移した

常 任 委 員 会
レ ポ ー ト

地域人材ネット（地域
力創造アドバイザー）

（総務省 HP）

令和８年度
補正予算

後
も
足
り
な
い
部
分
は
充
当
し
、

無
償
化
を
継
続
し
て
い
く
。

問　

地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
は
。

答　

外
部
専
門
家
を
ス
ポ
ッ
ト

で
活
用
、
今
回
は
地
域
公
社
の

事
業
へ
の
専
門
的
助
言
を
想
定

し
て
お
り
、
内
諾
も
得
て
い
る
。

問　

公
社
の
事
業
計
画
が
見
え

な
い
中
、
ど
う
い
う
背
景
で
人

材
を
選
ん
だ
の
か
。

答　

公
社
で
は
果
実
の
加
工
な

ど
を
検
討
し
て
お
り
、
そ
の
分

野
に
長
け
た
人
材
で
あ
る
。

問　

地
域
課
題
解
決
型
マ
ッ
チ

ン
グ
フ
ァ
ン
ド
共
同
事
業
で
、

市
が
提
示
し
た
課
題
に
対
し
て

山
梨
大
学
側
か
ら
手
が
挙
が
っ

た
４
つ
の
事
業
と
は
何
か
。

答　

剪
定
枝
に
関
す
る
３
事
業

（
キ
ノ
コ
栽
培
用
菌
床
化
、ス
モ

ー
ク
チ
ッ
プ
化
、
防
草
シ
ー
ト

化
）
と
、
塩
山
温
泉
郷
の
活
性

化
に
資
す
る
事
業
。

問　

涼
み
処
の
確
保
は
進
ん
で

い
る
か
。場
所
の
マ
ッ
プ
作
成
・

情
報
発
信
は
し
て
い
る
か
。

答　

周
知
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
に
一
覧
を
掲
載
、
今
後
わ

か
り
に
く
い
場
所
が
増
え
た
場

合
は
マ
ッ
プ
作
成
を
す
る
。

問　

原
※
１

産
地
呼
称
や
Ｇ
※
２

Ｉ
制
度

が
購
買
意
欲
に
直
結
し
て
い
な

い
現
状
か
ら
、
ワ
イ
ン
へ
の
Ｎ

Ｆ
Ｃ
タ
グ
へ
の
付
与
情
報
を
ど

う
精
査
し
て
い
く
考
え
か
。

答　

第
１
次
情
報
と
し
て
醸
造

家
や
畑
、
醸
造
の
様
子
を
伝
え
、

購
入
後
に
第
２
次
特
典
が
付
く

仕
様
と
な
っ
て
お
り
、
開
封
場

所
の
追
跡
も
可
能
。
今
後
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
か
せ
る
。

問　

授
業
時
数
特
例
校
制
度
を

活
用
し
た
奥
野
田
小
の
成
果
は
。

答　

牛
奥
み
は
ら
し
の
丘
の
活

用
方
法
を
提
言
に
ま
と
め
た
。

発
達
段
階
や
地
域
の
状
況
に
応

じ
た
き
め
細
か
な
テ
ー
マ
設
定

と
学
び
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

◎
髙
野
浩
一　

〇
丸
山
国
一

　

葊
瀬
明
弘　
　

高
畑
一
幸

　

青
柳
好
文　
　

飯
島
孝
也

　

小
林
真
理
子　

平
塚　

悟

　

佐
藤
浩
美　
　

有
賀
公
子

　

荻
原
哲
也　
　

佐
藤
照
幸

　

土
屋
憲
一　
　

橋
爪
孝
裕

　

渡
邊
敬
介　
　

山
賀
沙
耶

予
算
決
算
常
任
委
員
会

６
8

６
25

「H
ello everyone, and 

w
elcom

e to the K
oshu 

C
ity C

ouncil C
ham

ber! 
I'm
 T
oshi A

izaw
a, the 

ch
airp

erson
 of th

is 
council.

」（
皆
様
、
こ
ん
に
ち

は
。
甲
州
市
議
会
議
場
へ
よ
う

こ
そ
！
私
は
本
市
議
会
の
議
長

を
務
め
る
相
沢
で
す
。） 

流
暢

な
英
語
で
議
場
に
歓
迎
の
声
を

響
か
せ
た
の
は
、
相
沢
議
長
で

す
。
国
際
交
流
委
員
会
が
推
進

す
る
米
国
ア
イ
オ
ワ
州
エ
イ
ム

ズ
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
事
業

に
よ
り
、
今
年
度
は
20
名
の
中

学
生
訪
問
団
が
本
市
を
訪
れ
ま

し
た
。
毎
回
の
恒
例
と
な
っ
て

い
る
議
場
見
学
で
す
が
、
今
回

は
議
長
自
ら
が
ス
ピ
ー
カ
ー
を

務
め
ま
し
た
。
前
夜
に
到
着
し

た
ば
か
り
で
少
し
疲
れ
の
見
え

る
中
学
生
た
ち
を
労
い
な
が

ら
、
約
20
分
間
の
持
ち
時
間
の

中
で
、
甲
州
市
の
概
要
や
議
会

の
仕
組
み
、
エ
イ
ム
ズ
市
と
の

違
い
な
ど
を
、
時
折
ジ
ョ
ー
ク

を
交
え
な
が
ら
得
意
の
英
語
で

軽
快
に
説
明
。
翌
夜
の
歓
迎

パ
ー
テ
ィ
ー
を
前
に
、
議
会
や

議
員
の
役
割
を
伝
え
る
素
晴
ら

し
い
自
己
紹
介
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
の
質
疑
応
答
で

は
、「
市
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

の
モ
チ
ー
フ
は
？
」「
議
員
に

は
ど
う
や
っ
て
な
る
の
か
？
」

「
選
挙
に
か
か
る
期
間
は
？
」

と
い
っ
た
質
問
が
飛
び
交
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
、
今
年
５
月

に
市
内
の
中
学
校
で
行
わ
れ
た

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
出
前
授
業
」

で
地
元
の
生
徒
た
ち
か
ら
出
た

質
問
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
で

し
た
。国
や
地
域
は
違
っ
て
も
、

社
会
に
触
れ
始
め
た
中
学
生
が

抱
く
疑
問
や
関
心
は
共
通
し
て

い
る
―
―
。
そ
ん
な
確
か
な
実

感
が
得
ら
れ
た
有
意
義
な
議
場

見
学
と
な
り
ま
し
た
。 

「
太
平

洋
の
東
側
に
住
ん
で
い
よ
う
と

西
側
に
住
ん
で
い
よ
う
と
、
地

域
社
会
に
奉
仕
し
住
民
を
幸
せ

に
す
る
と
い
う
同
じ
情
熱
と
献

身
を
私
た
ち
は
共
有
し
て
い
る

と
心
か
ら
信
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
機
会
が
い
つ
か
、
日

本
と
そ
の
文
化
に
対
す
る
皆
様

の
理
解
を
広
げ
、
深
め
る
一
助

と
な
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
皆
様
が
甲

州
市
で
の
滞
在
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
が
、
ロ
テ
ィ
サ
リ
ー
チ
キ
ン

が
恋
し
く
て
た
ま
ら
な
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
少
し
心
配
し

て
お
り
ま
す
」
と
議
長
は
結
び

に
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
エ
ー

ル
を
送
り
、
温
か
い
拍
手
の
中

で
見
学
は
締
め
く
く
ら
れ
ま
し

た
。

GIKAI TOPIC

エイムズ市中学生訪問団エイムズ市中学生訪問団
議場へ、議長がお出迎え議場へ、議長がお出迎え

▲前日夜、甲州市に到着したばかりのエイムズ市中学生訪問団と議長

▲エイムズ市のティーンエイジャーとの
交流は良い刺激となったと話す相沢議長
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８
月
を
迎
え
、
夏
の
日
差
し

が
一
段
と
力
強
さ
を
増
し
て
き

ま
し
た
。
厳
し
い
暑
さ
が
続
く

こ
の
時
季
は
、
体
調
を
崩
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
の
ど
が
渇
く

前
の
水
分
補
給
や
適
度
な
休
息

を
心
掛
け
、
エ
ア
コ
ン
も
上
手
に

活
用
し
な
が
ら
、
熱
中
症
に
は

十
分
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

　

市
内
で
は
桃
の
収
穫
が
一
段

落
し
、
ぶ
ど
う
の
季
節
へ
と
移

り
変
わ
り
ま
す
。
生
産
者
の
皆

様
は
、
天
候
を
気
に
か
け
な
が

ら
丹
精
込
め
て
育
て
た
果
実
の

収
穫
に
励
ま
れ
て
い
ま
す
。
今

年
も
豊
か
な
実
り
と
な
り
、
甲

州
市
の
魅
力
が
全
国
へ
届
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
は
、
市
民
の
皆
様

と
議
会
を
結
ぶ
大
切
な
架
け
橋

で
す
。
議
会
で
何
が
話
し
合
わ

れ
、
ど
の
よ
う
な
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
の
か
を
分
か
り
や
す

く
お
伝
え
し
、
少
し
で
も
議
会

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。（
髙
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

市
議
会
議
長　
　

相
沢　

俊
行

編
集
委
員
長　
　

葊
瀬　

明
弘

副
委
員
長　
　
　

山
賀　

沙
耶

委　

員　
　
　
　

髙
野　

浩
一

委　

員　
　
　
　

飯
島　

孝
也

委　

員　
　
　
　

小
林
真
理
子

委　

員　
　
　
　

相
沢　

俊
行

委　

員　
　
　
　

佐
藤　

照
幸

委　

員　
　
　
　

土
屋　

憲
一

委　

員　
　
　
　

渡
邊　

敬
介

甲州市ホームページで
議会広報のバックナンバー
が読めます。

出
前
授
業
の
一
場
面
を
、
フ
ィ
ル
ム

の
よ
う
に
コ
マ
送
り
で
並
べ
ま
し
た
。

写
真
か
ら
、
生
徒
た
ち
の
生
き
生
き

と
し
た
動
き
、
教
室
の
躍
動
感
が
伝

わ
る
で
し
ょ
う
か
。
議
員
の
工
夫
を

凝
ら
し
た
授
業
と
生
徒
た
ち
の
明
る

い
雰
囲
気
が
相
ま
っ
て
実
際
の
教
室

は
大
盛
り
上
が
り
。
爽
や
か
な
青
春

の
１
ペ
ー
ジ
に
、
そ
っ
と
お
邪
魔
し

た
か
の
よ
う
な
温
か
い
空
間
で
し
た
。

表
紙
の
写
真

ようこそ甲州市議会へ！
子どもたちは議場の広さや議⾧席に興味津々。保育園児も
小学生も普段入ることのない議場で、楽しみながら議会へ
の理解を深めていました。

９月定例会開催予定

○午前10時開会です。（日程変更はホームページ等でご確認ください）
○市議会はどなたでも傍聴できますので、ぜひ議会議場・委員会室
　（市役所本庁舎 ３階）へお越しください。

大
藤
・
神
金
・
玉
宮

5/20

6/5

赤
尾
保
育
園

日 月 火 水 木 金 土
8/23 24 25 26 27 28 29

本会議
（開会）
予算決算
常任委員会

（前期）
30 31 9/ 1 2 3 4 5

予算決算
常任委員会

（前期）

6 7 8 9 10 11 12
本会議

（一般質問）
本会議

（一般質問）
予備日 厚生経済

常任委員会
13 14 15 16 17 18 19

総務文教
常任委員会

予算決算
常任委員会
（補正予算）

予算決算
常任委員会

（総文分科会）

予算決算
常任委員会

（総文分科会）

予算決算
常任委員会

（厚経分科会）

20 21 22 23 24 25 26
予算決算
常任委員会

（厚経分科会）
予備日

27 28 29 30 10/ 1 2 3
予算決算
常任委員会

（後期）

本会議
（閉会）

傍聴も可能！

議場見学

できます


